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 本号は特別号（号外）としてお届けいたします。 

 

 この一年半、コロナのために日常が奪われる状況が続いています。このコロナ蔓延の状

況下での大地震発生はまさに複合災害になってしまいます。最近は避難所の定員が大きく

制限されていますので、「避難しようとしたら定員オーバーで避難所に入れなかった」という

事態も発生しています。猛暑の中で避難は決して良い環境とは言えず、体調を崩される方

も多いと伺っています。そのため私共は、地震発生後の避難は長期化するという事も多い

ため、できるだけ自宅で避難生活できる環境を整えていく事が大切だと考えています。 

 

 DuMA は地震予知研究を支援および地震防災知識の啓発を目的として設立されました。

そしてニュースレター発行を通じて得た利益で研究活動を支援するという活動を行っていま

す。これまで東海大学、東京学芸大学、静岡県立大学、中部大学等で短期・直前の地震予

知研究を実施している研究者を支援して参りました。 

 

 地下天気図解析の一つの目的は、国が現在実施している「３０年で何パーセント」という、

長期評価しか行われていない状況を少しでも改善する事です。我々はそれを地下天気図

を活用する事で「今後１ヶ月から１年」といった時間スケールまで狭めていきたいと考えてい

ます。 

 

 DuMA とは”Down Under Meteorological Agency”を意味します。 

 

 Down Under とは、「上下さかさま」という意味で、気象庁が Japan Meteorological Agency

と表記されるのに対し、地下についての情報を発信していこうという意味から名付けられま

した。”地下気象研究所”と我々は呼んでいます。 

 

 次の写真はオーストラリアで売られている世界地図です。上下さかさまになっています

ね。これが Down Under が意味する所です。 

 DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最
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地震予知を取り巻く状況 

 

 地震予知は社会的には非常に関心が高いテーマですが、現在の地震学界では、「決定

論的な予知（例えば３日以内に南海トラフ巨大地震が発生する等）は困難」と考えられてい

ます。そのため、東海地震の警戒宣言というものが今は出されなくなったのです。 

 

 そして今は「南海トラフ地震臨時情報」というものが令和元年 5月 31日から発令される体

制となりました。これは「予知が困難」という事と矛盾するとは思われませんか？ 

 

 この内閣府で「予知は困難」という事を結論づけた委員会に DuMA/CSO も委員として参

加しておりました（南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会 ）。 

 

   内閣府委員会の名簿 

 

 実はここで「予知は困難」という表現が意味するのは、「地震学者の発表を聞いて、住民

が避難行動を起こす気になるような精度の高い予測は困難」という事なのです。しかし地震

や地殻変動の観測網の飛躍的進歩により、地下で今何が起きているのかは従来とは比べ

物にならないくらい良く解るようになりました。ただ「理解する事」と「それがいつ発生するの

か」を知る事との間には大きな飛躍があるのです。 

 



 あまり良い例えでは無いのですが、我々は”死”という事をよく知っています。しかし人が”

いつ死ぬのか”を予測する事は現代医学を持ってしても極めて難しいのです。地震につい

ての理解は進んだのですが、それがいつ発生するかを知るためには、大地震の前に生起

する”先行現象”を観測する必要があるのです。DuMA 設立の目的は、この先行現象研究

を支援する事です。 

 

南海トラフ巨大地震と首都直下地震 

 

 東日本大震災の後、「想定外」という言葉が頻繁に使われました。それに対し、南海トラフ

巨大地震と首都直下地震は「想定されている」危機なのです。富士山噴火も含めて、これら

は将来確実に発生します。そしてこれらは地震災害や火山災害というだけでなく、それぞれ

数百兆円の被害が予想されており、経済災害とも言えるものなのです。 

 

 ここで南海トラフの巨大地震と富士山噴火について考えてみたいと思います。南海トラフ

の巨大地震発生の歴史は、過去 1,500年ほどは古文書に記録が残っており、その発生の

歴史は比較的良く知られています。古文書にある最初の地震は、紀元 684年の白鳳地震

で、日本書紀に記載されています。それ以降、確実なものだけで、12 回の南海トラフ巨大

地震が発生しています。 

 

 これらの地震活動と富士山噴火の関係で最も有名なのは、1707年の宝永地震の 49日

後に宝永の大噴火が発生した事だと思います。富士山は歴史時代だけでも 781年の噴火

以降、確実なものは 10 回記録されています。歴史時代の噴火で最大のものは平安時代の

貞観噴火でした。 

 

 864年にこの貞観の噴火は開始し、大量の溶岩が当時「せのうみ」と呼ばれていた大きな

湖に流れ込んで、「せのうみ」を精進湖と西湖に分断し、現代の富士五湖になったのです。

さらに青木が原樹海と呼ばれる広大な森林は、この時に流れ出した溶岩によって作られま

した。宝永の噴火は、この貞観の噴火に続く規模の噴火でした。 

 



  
富士山の噴火は、首都圏に甚大な影響を及ぼします。経済損失に関しては、首都圏直下

型と南海トラフ巨大地震は、それぞれ 300 兆円に迫る損失ではと予想されています。実は

富士山噴火による損失は、予測が難しく、2 兆 5 千億円という数字が一応出ていますが、こ

れは火山灰による農作物の不作など、直接的な被害のみの予測です。たとえば、2010年

にアイスランドで火山が噴火したとき、ヨーロッパ中で飛行機が欠航になりました。富士山

噴火は現代の IT化された時代が初めて経験するような未曾有の災害となる可能性が大き

いのです。羽田や成田が使用不可能で、東名・新東名も通行止め、新幹線も運休という事

態が１ヶ月続いたら、はたして日本の経済がどのようになってしまうのか、考えるだけで恐

ろしい事だと思いますが、これは決して荒唐無稽な予想ではありません。 



DuMA の地下天気図プロジェクト 

 

 地震予知はいまだ実現出来ていません。しかしながら最近の観測体制、特に微小地震観

測網および GPS地殻変動観測網の整備により、「地下で今何が起きているのか」という事

はかなりわかるようになってきました。そこで DuMA では、”今出来る事”として微小地震活

動を定量的に評価し、皆様にお伝えするという事を開始することにしました。これが「地下天

気図プロジェクト」です。「地下天気図」とは地震活動をあたかも天気図のように表現したも

のです。たとえば皆様は低気圧が近づけば、雨の降る可能性が高いと判断されるでしょう。

それと同じ事を地震でもやってみようというものです。いわば天気概況ならぬ「地下天気概

況」の配信なのです。 

 

 地震学の世界で、大地震の先行現象（前兆現象）として認められているものの一つに「地

震活動静穏化」というものがあります。実は大地震の前には地震活動が”活性化”するよ

り、”静穏化”がかなりの高確率で出現する事が知られています。いわば「嵐の前の静けさ」

というべきものです。 

 

 「地下天気図」はこの地震活動の活性化を”高気圧”、”静穏化”を低気圧と表現して、あ

たかも気象の天気図のように可視化したものです。天気の場合、高気圧に覆われている時

は雨が降る可能性は極めて小さく、低気圧に覆われている時は雨が降る可能性が高くなっ

ている訳です。  

 

 一例として、 

 

     2018 年の大阪北部地震前に出現した地震活動静穏化 

 

 をお示しします。アニメーション gif となっており、青い部分が静穏化していた地域、茶色の

小さな点が解析に用いた地震の震源、右下に日付を表示しています。最後に現れる★が

大阪北部地震の震源です。 

 

現在出現している地震活動静穏化の異常 

 

 毎週ニュースレターでお知らせしておりますが、異常を簡単にまとめたページとして

DuMA ダッシュボードを公開しています。現在関東地方南部や、九州南部海域に地震活

動静穏化の異常領域が出現しています。 

 

 こちらも参考にして頂き、毎週のニュースレターの理解の一助としてお使い頂ければと存

じます。 

 



 DuMA では、これからも最新の知見を解析に導入し、地下天気図プロジェクトだけでなく、

地震防災・火山防災の啓発活動も積極的に行っていく所存です。今後も DuMA ニュースレ

ターをよろしくお願い申し上げます。 

 

DuMA/CSO（最高科学責任者） 

東海大学海洋研究所・客員教授 

長尾年恭 

 

 

地下天気図の L タイプと M タイプの違い 

 RTL アルゴリズム（L タイプ）：異常の抽出感度は少し落ちますが、狼少年（異常があった後に地震が発生しない）になり

にくいアルゴリズム。 

 RTM アルゴリズム（M タイプ）：異常の検出能力が高く、見逃しは少ないですが、誤った異常（狼少年）を検出してしまう

事もありえるアルゴリズムです。 

 

地下天気図が扱う時間スケールについて 

 地下天気図解析の一つの目的は、国が「３０年で何パーセント」という、極めて長期的な予測しか示していない状況を少

しでも改善する事です。我々はそれを「今後１ヶ月から１年」といった時間スケールまで狭めていきたいと考えています。 
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URL：http://www.sems-tokaiuniv.jp/tenkizu/  地下天気図(R)プロジェクトの URL です 

地下天気図(R)の見方です    

  DuMA が提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算され

る情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するものではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラ

ブル・損失・損害に対しても、DuMA は一切責任を問わないものとします。 

提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任において行っていただきますようお願いいたします。 DuMA

ニュースレターで提供いたします「地下天気図(R)による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。ご利用

は原則としてご契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員) - 記事の無断転用

は禁止します。- 本掲載記事の著作権は DuMA Inc.が保有しております。 (c) 2016 DuMA Inc. All Rights Reserved. 地

下天気図(R)は DuMA が独占ライセンスを受けている登録商標です。 
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